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北海道渡島国桂岡鉄自北方地域地質鉱床調査報告

　　　　　　　　　〆　　　一　　　　　　　　／
㌧

梅本　悟＊　渡辺芳次＊＊

Geology　an心Ore　Deposits　ihもhe　Northem　Distric重of　Katsuraoka　Iron

　　　　　　　　　Mine，、Oshima　Province，Hokklaid6

By
，

Satoru，Umemoto＆Yoshiji　Watanabe

Abstract

　　　There　are　severa真pyrite－iron　ore　deposits　of　various　type　in　the　northwest　region　of

newly　developed　Katsuraoka　Iron　mine，Oshima　Pro▽ince，1Hokkaid6．Amo血g　them，the

・壷riterschieHysur▽eyedthege・1・gy、・fK・m6riandM・tαTekk6shadep・sltswiththeir

surrounding　mining　lots．

　　　The　basement　complex　of　the　district　is　composed　of　slate，chert，sandstone　and

sc五alstein　of　the　Paleozoic　system，which　is　intercalated　with　a£ew　minor　limestone　lenses

a粋d血trudedby，quartzdi・rite・These町ewidelyc・veredbythethickmudst・ne・fthe
Miocene　series　which　is　c6rrelated　with　the　Yakumo　formation

　　　：Komori　deposits　are　pyrometasomatic　magnetite・pyrite　deposits　with　skarn　composed

・fgame病eロid・te，clin・2・isit今e枕．，whiletheM・tαTekk6shadep・sitsarehydr・thermal

pyrite－sphaleri㌻e　deposlts　shoWing　network　structure．Both　of　them　are　so　small　in，scale

that　n註ining　may　be　difficult．

　　　　　　　　　1．緒　　言

　北海道渡島国檜山郡上ノ国村には，昭和27年本格的

開発に着手し，急速に発展した桂岡磁鉄鉱鉱床がある

カ㍉その周辺にもかつて小規模に稼行されたい‘つ塑の

硫化鉄鉱・および鉄鉱鉱床が知られておりヲ1つの鉱床

地帯を形成している。これらのうちのある物は接触交代

鉱床であり，またある物は熱水性鉱床であるというよう

に，鉱床の型についても変化がみられる。’これらはさる

昭和25年，齊藤正雄によつて予察的に調査されたのみ

で2），一般地質調査を伴なう精査の対象となつたことは

なふつた。このたび昭和29年6月に，．筆者らはこれら

の鉱床群のうち北部の小森および元鉄興社鉢床を中心と

する地質鉱床精査を実施し，地質構造と鉱床との関係に

ついて2，3の事実を知り得た。た穿，鉱床はいずれも

久しい以前から放棄されているため，旧坑はまつたく往

多元所員
＊＊北海道支所

時のおもかげをとど孕ぬまでに崩壊しており，鉱床自体

の賦存状態について観察しうるところのものがほとんど

なかつた。さらに周辺の1，2の鉱床．についても概査す

る機会があつたので，併せて簡単に記載する。なお本調

査に関する地形測量は窪木時雨郎および井上正文が，ま

た化学分析は狛武が担当した。

2．位置および交通

　調査地域は渡島国檜山郡上ノ国村北西部に位置し15

万分の1地形図「上ノ国」に包含される。小森鉱床は江

差線桂岡駅西方約3k皿，天ノ川南岸附近の海抜25m内

外の低所にあり，また元鉄興社鉱床はこれよりさらに南

南西方約2kmの大安在川上流流域海抜100～150mの

所に位置する（第1図参照）。小森鉱床の鉱石を桂岡駅へ

搬出する場合は比較的便利であるカ㍉元鉄興社鉱床につ『

いてはや玉難点がある。・もつとも現場附近から山越えで

馬車を通じうる道路があり，多少の補修を施せばこれを
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第ユ図位置；および1交通図

利用しうるので，・小規模稼行の場合は索道その他の運搬

設備は特に必要としないであろ．う。

3．沿革および現況一

　3。1小森鉱床

　鉱　　区二渡島国試登2，g79号

　鉱　種：鉄

　舘業権者二札幌市南5条西5丁目

　　　　、藤信鉱業株式会社

　当鉱床は昭和25年3月に菅原貞右衛門によつて開発

さね竜王鉱山と称して約80tの鉱石を出鉱したがその

後休山，28年5月に室蘭の縫部正三の所有．となつた。

30、年4月礁桂岡鉄山の所有者たる現権者塑これを買牧

してこんにちに至る。

3。2元鉄興社鉱床
鉱　　区二渡島国試登2，898号

鉱　種；金・銀・銅・硫化鉄鉱・錯・亜錯・マソガン

鉱業権者；札幌市南5条西5丁月

　　　　藤信鉱業株式会社、

上ノ国村中須田の人干場平作の発見にかXり，鉄興社

の手で昭和耳年から立坑開難に着手，同14年までの間

に約斗00m掘下がって，4，0001t程度の硫化鉱を出鉱し

たといわれるが，湧水のために埋没してこんにちまセ放

棄されている。休山当時，立坑坑口の河岸に相当高品位

の貯鉱が約100・tあつたといわれるが，現在はほとんど

流失しで残存するものはきわめて僅かである。昭和29

年5月以降現権者の所有となつてい為。

3．3その他

上記元鉄興社鉱区の南に隣接して大平山の南麓に大平

鉱山の鉱区があり，渡島国採登61号となつている。と丈

の鉱床も干場平作が昭和9年に発見したもので，同耳年

以降日産K：．K：．によ？てご時大規模に開発され，約3，000t

の硫化鉱を採掘したが出鉱に至らずして休山L，昭和28

年に画館の三泉鉱業がぶたNび着手したがこれもまもな

く休山，隣接桂岡鉄山との間に重複鉱区の問題を生じて

紛争を続け，30年1月に桂岡鉄山の所有者藤信鉱業がF

これを買牧して落着した。

4．地形・地質および鉱床

4．1地形
　南東方に標高363．8血の大平山が讐え立つほか，地域

内に舜一般に海抜200m一内外の丘陵が連なり，地形は低

平である。丘陵の頂部近くに緩傾剰地が広く発達し，放

牧地となつている。、た黛地域南部にはや玉峻険な部分が一

2一（182）1
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第2図小森鉱山附逝地形および地質函

あり，これから西流する大安在川によつて深』く刻まれ，’

壮年期の地貌を呈しているg

　4．2地質
　調査地域には粘板岩・珪岩・砂岩・輝緑凝灰岩および

2～3の小規模な石灰岩レンズからなる古生層，地域の北’

部においてこれを貫ぬく石英閃緑岩およびこれらを広く

覆う第三紀の泥岩層が発達する（第2図参照）。

　古生層のみられるの嫡地形的に低い所に限られ，これ

を覆つている第三紀の泥岩層o下に窓のように露出して

～・る。粘板岩は一般に黒色，緻密であるが，ところによつ一

てや」千枚岩質の様相を呈する部分もみられる。全般的．

にはなはだしく擾乱を受けているが，一般走向は南北に

近く，大部分40。ないしはそれ以上の急傾斜をもつて東

または西に傾斜している。本岩には珪化作用を蒙つてい

る部分がかなり広範囲にみられ，同作用の特に著しかつ

たと思われるところはほとんど珪岩と識別できない。こ

のような変化は漸移的で明瞭な一線を画し得ない。した

がつて古生層地域内の随所にみられる珪岩のうちのある

物は，粘板岩が珪化作用を蒙つてでき湘ものと考えられ

る。なお珪岩およびその周辺の古生層には微弱ながら広

く黄鉄鉱が鉱染している。

　砂岩は地域西端の大安在川流域に小規模に露出する。
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青灰色中粒で層理は不明瞭である。

・輝緑凝灰岩は地域北半のみに限られ，前記の粘板岩・

珪質岩を覆つて堆積したようにみえるが，それらの間の

関係は明らかでない。

、石灰岩は北部の小森鉱床周辺の粘板岩と輝緑凝灰岩と

の境界附近，および南部大安在川流域の砂岩中にいずれ

も小規模なレソズとレて介在するのみで，古生層堆積岩

の他の部分には石灰質の部分すら存在しない。

　石英閃緑岩はこれらの地層を貫ぬいそ逆入したもの

で，現在地表に露出してヤ・るのは小森鉱床南方の輝緑凝

灰岩が発達する地域である。肉眼的には優黒色粗粒完晶

質で，斑栃岩のような外観を呈する。鏡下では，一斜長石

はすべてアルバイト式双晶をなし，石英は多く半自形を

なして散点している。また有色鉱物としては角閃石をほ

とんξ欠き黒雲母が多鼻に存在する。この湛入岩体の縁

辺部を追跡すると，ほ黛N300W方向にリソィダィト質

の見掛けをもつ岩石が帯状に走り，あたかも同送入岩体

の急冷周縁相のような観を呈する。しかるにこの岩石

ほ，鏡下では著しく圧砕構造をもち，ほとんど石英のみ

からなる岩石であることが認められる。

　第三紀中新世の八雲層に対比されるといわれる泥岩層

が鳳上の古期岩類を覆つて広く発達し，地形的に高い所・

はすべて同岩からなつている。南部の元鉄興社鉱床附近

および地域北西隅においては，古生層の礫をもつて構成

される厚さ約1血の基底礫岩が認められる。この泥岩

層は地域の南西部においてはほとんど水平に堆積してい

るが，前記石英閃緑岩を東に限る圧砕帯に沿う1つの推

定断層の東側では相当ゐ傾斜をもつて波状摺曲をなして

いる。この部分は相対的に西側に対して約50mの垂直

落差で落ちており，なお水平的に、も東側が相対的に北西、

方に変位したようにみえる。その西方にもこれにほ黛並

行する断層が走り，やはり東側の地塊が約15mほど落

ちているものと推定される。これを要1するに，この地域∫

には一般走向N20～300W方向の弱線が発達し，断層は

・いずれも泥岩層の堆積後これらρ弱線に沿つて生じたも

のと、思われる。

　4．3鉱床
　4．3．1　小森鉱床（第3図参照）

　同鉱床は輝緑凝灰岩と粘板岩との境界附近に介在する・

数枚の薄い石灰岩レγズに接する小規模な高母交代鉱床・

で， 鉱石は磁鉄鉱と黄鉄鉱を主とする。同地区の石灰岩一

ばいずれもN30～400Wの走向を有し，こ畑；接する、櫨』

、醤綿旨薦

国輝緑凝灰岩

匿藝同，緑泥石イ隔

匡ヨ珪岩

吻粘板岩‘
躍同，ホルンフェルス備

曇廠岩

古
生

層

（｝｝♂ll

　　o卜
　寸ロ。ヒ
　、O　O1．

1論姦響》緒

磯無

’霧　匿纒柘師劫ルン

・一撚　［1劃黄鉄鉱鉱染部

　　　　塵］磁鉄鉱鉱床

　　　　1〆節理

L一L一一」磨
第3図小森鉱山鉱床実測図 4
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榴石スカルン体に伴なう径数m程度の不規則分散状鉱．

体が輝緑凝灰岩中に散在している。

　北部の鉱体はやX大きく，粘土化した母岩中に小団塊1

状の磁鉄鉱が密集したものからなるが，南の鉱体は約

25cmの幅をもつた帯に土粉状の磁鉄鉢が参差状ないし

櫛状に賦存しているものの集合体で，規模もいくらか小

さい。・鉱床に接する緑泥石化した輝緑凝灰岩は，一見均

質緻密で珪化作用を蒙つたかのような観を呈し，また粘

板岩中の石灰岩レンズに接する部分は所によつてホルン

フェルズ化している。この部分は鏡下では放射針状の緑

簾石・斜駒簾石および圧砕状石英の集合体をなしてい

る。このホルソフェルス化帯の北西端にN450E方向に

約5m掘進した旧坑が昂るが，着鉱した形跡がみえ塗

い6なお鉱床周辺の古生層中には各所に黄鉄鉱が鉱染L

ており，鉱床にごく近接する部分は通常褐鉄鉱化してい

る。

　鉱床周辺の古生層中には節理が発蓬Lており，すべて

一般走向：N460W，傾斜30・｝50。Eを示すが，これは地

域全般の弱線方向とほ黛一致するものである。古生層を

覆う第三紀の砂質泥岩層は鉱床東部の高所に広く発達L

ており，鉱床北東部の沢口には基底に厚さ約1mの礫’

岩層がみられる。またこの礫岩に接して石英閃緑岩が僅

かに地表に露出してい，ることがら考えて）これが鉱床の

運鉱岩となつていることはほ愛確実と思われる。，

　かつて稼行当時は1～2の坑道を有したとのことであ

るが，現在は坑口の位置すらまつたく不明である。鉱床

北東方の河岸平坦地に黄鉄鉱を主とする鉱石の手選研が

数t残存している。土粉状を呈する南部鉱体の鉱石およ

び上記手選研についての分析結果は次の通りである。置、

約80m南の西岸からN600Wの方向に約15m，最南端

のものはさらに約80m南方の支流北岸から掘準Lたと

みられるが，これは崩壊して詳細不明となっており，坑

自に若干の貯鉱が残存するのみである。なおこの東方約

500mの支流南岸にかつて立坑によつて大規模に採掘

したといわれる所があるが，現在は数tの餅を残すのみ

でまつたく荒廃し，鉱床賦存状況はすべて不明である。

　坑口貯鉱は珪酸質の低品位網状鉱染黄鉄鉱鉱石で，い

ずれも若干の赤鉄鉱と微量の磁硫鉄鉱を混える。なお旧

夫立坑際の貯鉱には少量の閃亜錯鉱と方錯鉱とを伴な

い，また絹雲母の存在が認められ，、熱水性鉱床であるこ

とを裏書Lている。これら貯鉱についての分析結果ば次

の通りである。

大安在川屈曲部
，南端坑口貯鉱

旧「大竪坑際貯鉱

Total
Fe

（％）

So1．
Fe＊
（％）

Total
Fe
（％）

38．46

28．99

Sol．

．Fe

（％）

24．40

26．35

南部磁鉄鉱鉱体

黄鉄鉱手選餅

S
（％）

13．98

15．1G

Pb
（％）．

0．26

Zn
（％）

2，56

Sio2
（疹）

48．14

30．23

S
（％）

1。47　r　O．84

23．56　13．50

Sio2
（％）

14．14

10。80

CaO
（％），

0．97

12。22

MgO
（％）

酸に可溶性のもの，すなわち硫化鉱物中のF農

2．35

0．97

　4．3．2元鉄興社鉱床

幽　ず般地質の項において述べた通り，大安在川流域の古

生層は随所に珪化ないしは黄鉄鉱鉱染作用を蒙り，一部

・は粘土化している。このような部分のうち，特にこれら

鉱化作用の著しい地点に対して数箇所探鉱した跡がみら，

れる。すなわち，地域南端において大安在川が蛇行しつ．

っ東西方向から南北方向に屈曲する附近の川岸に4つの

旧坑がある。最北端のものは東岸から東へ向かつて約5‘

m，次はこμふら約50m』南の西岸から南西に向牟つて

掘進したとみられるが水没のため詳細不明，さらに直距

0．78、

15．34

　同鉱床群の運鉱岩については，大安在川河岸低所に石

英閃緑岩の変質した岩石が僅かに露出していることから

みて，小森鉱床と同様鉱床は古生層下に広く潜在してい

ると考えられる石英閃緑岩と関係ある杢のと再われる。

た父そうした場合，熱水性鉱床があることと考え合せる

と，逆入岩体があまりに浅所まで近接しすぎていること

からして結論にや』難点がある。むしろ鉱床群の南方の

高所を広く覆う流紋岩が古生層に貫入した際の鉢化作用

とも考えられるが，いずれとも確実にいいうる根拠をも・

たない。

　4．3．3大平鉱床

　元鉄興社鉱床の南方約2kmにあたる古生層の珪岩中

に大平鉱床の採掘跡がある。これは走向N－S～N200E，

東に・急傾斜する熱水性黄鉄鉱鉱床で，現在まつたく荒廃

している。』遺棄された餅をみると，絹雲母化作用を蒙つ

た母岩中に径0．2～1cmの比較的粗粒の結晶質黄鉄鉱

が散点している鉱石で，試みに採取した1塊の試料につ

いて分析した結果は次の通りである。

To瀦FeS緋el（募） 諾1粉33。83い6・66い5・281・・45・い7・48

　4．3．4檜山鉄山鉱床　　　’　　．『　　　ノ
　　　　　　とまつぷ　天ノ川北岸麦流苫符沢の上流に層状含マンガン赤鉄鉱

鉱床がある（第4図参照）。地域の地層はチヤートと粘板

岩を主とし輝緑凝灰岩を伴なう古生層である。鉱床は確

認される延長約150m，一般走向N’200W，傾斜600Eを

5一（18与）
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　　　ロ
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　　　　　　　　麹、警、

．・㎡欄

．第4図　檜山鉄山坑内齢よび露頭附近実測図

転
　＼

分

もって上記の地層中にほ黛整合に胚胎し，露頭3ヵ所お

よび琴坑導を有する。鉱石は黒色均質で，坑内でみられ

るところでは盤際は不規則参差状を呈している6鉱石の

分析結果を以下に示す。

鉱区は渡島国試登2，G47～2，049号『に属し，藤信鉱業，

の所有であるが，まだ探鉱の域をでていない。

Mn
（％）

Sio2
（％）

　　　　　　　5．結　　語

　以上述べたところを要約すると
　1）　本地域は基盤岩類としての古生層，これを貫ぬ‘

石英閃緑岩，およびこれらを広’く覆う第三紀中新世の泥

．岩層からなる。・「

　2）石英閃緑岩の滋入に伴なうと考えられる鉱化作用

が古生層中随所にみられる。既知鉱床もこの鉱化作用に

よつて生成されたものと推定されるが，大部分は単なる

珪化および黄鉄鉱鉱染のみの微弱なもりであるる

　3）北部の小森鉱床は磁鉄鉱・黄鉄鉱を主とする高温

交代鉱床であり，南部の元鉄興社鉱床は黄鉄鉱・閃亜錯一

－
鉱

などからなる熱水性網状鉱床である。’現在いずれも採

掘跡が崩壊して明らかな状況を知り得ないが，おそらく

小規模のものであろう。

　4〉地域内には一般にN20～300W方向の弱線が卓越

し，南へ向かつてこの方向をたどる線上に桂岡鉄鉱鉱床，

およびその他の小鉱床が2～31知られていることからし『

て，1つの鉱床地帯を形成していることは疑いをいれな

い。た璽し鉱化作用の微弱な部分が多いようであるか

ら，直ちに大鉱床の発見を期待するごとは早計である。

　　　　　　　　　　　（昭和内年6月調査＞1

北部露頭
南部零頭
第2坑坑内

Fe
（％）

40．63

39．22

39．86

4．99

0．47

4．30

20．76

19．20

22．20
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